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上益城郡甲佐町は、熊本県のほぼ中央に位置し、九州山地に源を発する一級河川「緑

川」が貫流する自然豊かな町です。本町は、この緑川の恩恵を多大に受けながら農業を

中心に文教の町として発展してきました。

本書は、町指定文化財｢陣ノ内館跡｣の調査報告書です。「陣ノ内館跡」は、甲佐岳か

ら延びる尾根線に隣接した丘陵地に立地しています。その歴史を遡ると、この地には鎌

倉時代末期、阿蘇地方に強い勢力を持っていた阿蘇氏が上・下益城地方を治めるための

拠点となる館を築いたと伝えられています。陣ノ内館は、美里町の堅志田城と伴に、阿

蘇氏にとって大変重要な拠点でした。

甲佐町教育委員会では、平成14年度から平成16年度まで3年間の短い期間ではありま

すが、中世城の権威である県立鞠智城温故創生館大田幸傅館長に依頼し、調査を実施し

ました。この結果 本書にありますように貴重な成果を得ることができましたが、「陣

ノ内館跡」には未だ解明されていない部分も多くあり、今後もさらに調査及び保護に努

めていきたいと考えています。

この報告書がより多くの皆様にご利用いただき、地域の理解や文化財への理解ととも

に、学術研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、調査を実施するにあたり、地元下豊内地区の皆様をはじめ、各

関係機関の方々にご指導．ご協力いただきました。ここに厚く御礼申し上げます。

序 文

平成17年3月31日

甲 佐 町教育長 溜 渕 誠也
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本耆は、熊本県上益城郡甲佐町大字豊内字陣ノ内に所在する「陣ノ内館跡」の測量調査報告書である

調査は、ll l佐町教育委員会を主体として行った。館名は、字名の「陣ノ内」による。

調査は、IHIの白主事業として、平成14年10月から平成17年3月まで、実質2ケ年実施した。

測量 l l 寺の下草伐採作業員の確保は、政府の緊急雇用対策事業に乗った。

地名の読み方や現地の様子は、下豊内区長の清村一男氏の示唆を仰いだ。

測量誌l査とIXI面整理は、主に大|Ⅱ幸博氏、石工みゆきさん、溝口真由美さんが行った。

航空写真の撮影には、九建(株)社長新永隆一氏の協ﾉJを得た。

付諭1･2は、阿蘇品保夫氏( l i i八代市立博物館長）の玉槁による。

甲佐ll1 1教育委員会が実施した試伽調査結果も収録した。

本書の執筆と緬集は、主に大H1氏、石工さん、溝口さんが行った。
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第1節調査の組織（平成14年度～16年度）
調 査 主 体 甲 佐 町 教 育 委 員 会

調 査 責 任 者 溜 渕 誠 也

調査者大田幸博（熊本県立鞠智城温故創生館長）

森田洋介（日本考古学協会員）

美濃田知也・西口貴志（町教委主事）

石工みゆき・溝口真由美（中世城郭研究会員）

調査事務局 《甲佐町教育委員会・社会教育課》

｜｣1本勝一（課長）井上誠也（課長補佐兼係長）本田裕一郎（係長）

清村一男（社会教育指導員）

報告書作成大 l 1 l幸博・石工みゆき・溝口真由美・西口貴志

調査協 力 下 豐内地区の地権者の方々

作業員天内得美荒木曼甲斐幸子嶋田稔 憧 | 田 元 通豊田芳伸村上敏幸甲斐昭浩

第 2 節 調 査 の 経 緯

①甲佐町豊内に県内最大級の館跡が存在することは、県文化課が、昭和50年度から3ヶ年計l血Iで実施した

「中世城跡悉皆調査」で判|ﾘ)した。当時、調査の主査を勤めた大HIが、現地を訪れて空堀と土塁の余り

の大きさと平地面積の広さに圧倒された記憶がある。踏査記録については『熊本県の中世城跡」（熊本県

文化財調査報告第30集．1978）の中に、「陣内の館」として報告している。さらに昭和59年の7月と11月

に文化庁で行われた中世城館遺跡保存検討委員会に熊本県が出席し、大田が「県内の圧|指定候袖の中世城

跡」を報告したが、この時に|叩Iﾉ1館跡も県内最大級の館跡として取り上げた。

②平成13年に、農道の拡幅工事計II I1iが持ち上がった。館跡は農地となっており、西麓のIﾏ豐内地区とは65

m程の比高差を有するために、農作業の|際に軽トラックでの乗り付けが不可欠である。ところが集落か

らの農道は、車の離合もままならぬ小道で、これを解消するための改良工事計画であった。川教委から相

談を受けた県文化課では、木lll断康弘調査係長と課長袖佐の大田が、|HI柧当者と現地立ち会いを行った。そ

の結果、この計画がそのまま実施されると、館本体では、大空堀（東11l1 )の南北・縦半分が埋め戻されて

車道下になることが分かった。事情は兎も角として、重要遺跡での大|幅な現状変更となるために、県文化

課と町教委で話し合いを持ち、結果として計画の見直しを計ることになった。このことに関連して|司年の

秋に、文化財啓蒙活動の一環として町中央公民館で、大田が「陣ノ内館」の祇演（主催: l l i l教委主催）を

行った。

③平成14年度に、町教委では測量調査費を計上し、一方で、町が政府の緊急雇用対策事業に乗って、測量調

査が実施されることになった。農地ではあるものの、周辺部にかなりの下草や小竹が繁る所があり、その

意味で、政府の対策事業はこの上なく有り難いものであった。下草伐採作業員の経費は、同事業費で対応

できた。調査には町教委と大|11があたることになった。調査は、条件の雛った10月から開始したが、広い

農地である所から、冬期は寒風に、夏期は強烈な太'場光線に悩まされる事になった。平成16年度は、町教

委の都合で、11月からの取り組みとなり、最終年度は調査の取りまとめに追われた。
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第 1 節 遺 跡 の 概 要

《甲佐町の概要》
こう さ み や うちたつ の し ら はた お と め

｜|洲'30年1月元ﾛ-に、従前の甲佐lll ｣. ･宮|ﾉ1村・竜野村・白旗村・乙女村が合併して成立した。行政面積は

57.76k㎡・県の中央部にあって、上益城郡の南西部に位置する。地形的には、東端に甲佐岳を有し九州山地

に源を発する緑川が、途中で竜野川と坂谷川を合わせて川の中央部を貫流する。そのため、流域には水田地

帯が広がり、これに対して東部は、！̅|l佐岳の西麓にあたるためにl-l-l稜地,Ⅲ;となる。北部は御船脈台地、南部

は乙女台地が形成されて、畑作地帯となっている。

交迪面では、町域の北西端を九州縦貫自動車道が走り、国道443号線、主要地方道宇土・甲佐線、同小

川・嘉島線、県道川〃d･甲佐線、県道三本松・甲佐線などが通る。名所ll l跡は甲佐神社、情1公さん公Elの
ち ょ う ら く ざ ん あ そ う ばる

岩弊神社（長楽山）があり、麻生腺のキンモクセイは、樹IM 700年程で、l'1天然記念物。

《陣ノ内館の基本概念》

①県内最大級の規模を持つ館跡であるにもかかわらず、文献史料に殆ど館名を見ないという特色がある。阿

蘇品保夫氏は本耆の付諭で「南北朝||寺代の阿蘇大宮司惟時の居館であろう」と推定されている。

②航跡で染付けや青磁・白磁の表採はできない。地権者も耕作時の茶碗#11の,'1｣,土は経験が無いという。表採

遺物の無いことも、大きな特徴である。

③｢直角に折れる逆L字形の大規模空艸II｣ ･「小峰と見違えるほどの大土里」・「広大な平地｣の三点が大きな特

徴である。これ程の広い平地でありながら、小高台の微高地が一切なく、地割り間にも、段差がないのが

特徴である。全体がくタ凪状態にあると言ってよい。全面、農耕地に利川されている。

④単郭形式の館跡で、豊|ﾉﾘ地区に面する西縁は、斜面に大量の孟宗竹が根を張っている。さらに、南側と南

東仙|の斜面も、下草や雑木で覆われていたが、これらは、今回の調査で環境整備が進んだ。

《町内の中世城跡》

甲佐I1ITには、｜唖ノ内館跡をはじめとして、
まつ お そうがわ み な みそうがわ ゃ す ひ ら

松 尾 城 跡・早川城跡・南早川城跡・安平城跡

がある。

＊松尾城跡（大字豊内字南谷川）

帥ノ内館跡の南仙|谷I ('1かいの、大きな丘陵

地にある。戦国時代の平山城である。

＊早川城跡（大字早川字下小塚）

緑川流域の水田地帯に突出する小|_1 1にあ

る。麓の西福寺には城にまつわる伝承や古井

戸が残る。

＊南早川城跡（大字早川字城下）

早川城跡の南東側にある。立地は早川城に

似かよる。「城平|｣̅|｣が城跡である。

＊安平城跡：比定地

「古城考』には｢屋敷跡｣との記述があるが、
お が

安 平地区に伝承はなく、隣接の小鹿地区に字名

｢屋敷野｣が残る。

第 1 図 上 益 城 郡 甲 佐 町 位 置 図
（平成17年311末現在）

第Ⅱ章遣跡の概要と周辺城跡
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第2節陣ノ内館関連の主要周辺城跡
《松尾城跡》

li'liノ|ﾉ1館跡の南刺11||に谷を挟んで、松尾城跡が対･l1l,↑している。li1iノ|ﾉ､l航跡の南縁から眺めると!|' lll:城跡

（､ILl1l城）としての肌絡を留めた地形であるが、年|ﾊ1を通じて、雑木･l､̅ ''iI(  ･小竹が覆い、様r･がl,1えな

い。城名を甲佐城とも言う。文献では「li ' ' l蘇氏家ll iの伊津野秀勝と、その』'･のl l l城守が在城した」と仏わ

る。城名の記載は『llu後| 1il-慶安四年江戸江差|北抽1帳と掴」「国祁一統,＆」『肥後国誌j  ｢lluj'|､|1'i城i2

考」『占城考』『llu後|KI陳跡lll舟志」など数多い。1ﾉI沖野氏は、「八代||1氾」に|I II碁の名人として記されてい
しろ ‘ルと

る。総じて戦ILi時代の､|fl 1l城と見なされる。「城跡」と11Vばれる一'III;が城跡地で、先に述べたり,↓文化11ｲ調1jig

,服f'1の『熊本県の巾|||城跡」には「四区画のi'ill,|え地を'l'心に、周|〃|に階段状地形（小段）が連なる。火{! !llの
か ら め て ．],う

Wi'↑（鞍部）は、械端にｲi'iれて｢搦手｣の小名が残る。上塁や堀などは雌い。llｲ仰1130年前後に、ifi l刈麓の「法
ね じ

念寺」に老人ホームが雌設された時に、多くのハ.怖略が出土した」との!氾述がある。

《堅志田城跡》

行政区城は異なるが、緑川を挟んだ左岸城のド怖城川美里IHIに堅志ll l城跡がある。県内晶大級のll l城であ

り、南北朝時代は、li' 'l蘇人'内1,1惟澄の支配̅ﾄｰにあった城跡として知られる。このl1，1期、人宮'二『lの父山dl$lが、

緑川を境にして右岸に'|1fll､↑、左岸に惟澄と分かれていた。この山城は、合|ji liilの'|!央町時代から、及年に澱

り発伽調査が続けられてきた。戦匡|時代後半に|帷際の島津勢によって攻め蒲とされているが､合峨の攻|りjは、

島津方の家老が記した「k井覚兼|-1記」に詐しい。洲査によっても、戦l' i l l l f代と南北朝時代の遺物が数多く

,'l ' ,上しており、文|秋,氾録との一致を見る。麓喋然は、主郭尾根Iくに柿雌蒋があり、派生尾根下に熊取災藩が

ある。戦国時代は､矢部に拠って人宮｢『jの位世を11.つた惟豊に対して､帷liiが'職占IH(城）にあって対lll ,↑した。
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第1節陣ノ内館跡の概要（所在地：甲佐町大字豐内字陣ノ内）
しも どい

①館跡は、̅Iく豊内地|><の東壁をなす丘陵地の先端城に存在する。直|<雌の集落との比高差は65m程で、館

跡の縁に立てば、結構の高さを感じる。現地は、東方向から西下してきた山や丘陵の連なりが、地形の先
じんうちなかばるこ ひ ら ばる

端城で火きく膨らむ地形の一人変化点である．-上|(li域は「li'liノ内」．「il'原」．「小､|え原」に三分されるが、

館としての本体は方形状の広がりを見せる「陣ノ内」にある。痩せ馬の背中の形状を呈する「中原」は、

全体の40％弱が館・空堀の), i部を構成している。「小平腺」の東端は、極端に摘れ、東側は、丘陵の急斜

面となり、西側には、大きな谷が入る。中世城館のセオリーからすれば、この箇川『が館の北限となる。「小

､F原」は、その意味から館の範|汁|外となるが、この三区域は、地形的にまとまりを見せるので、一応、館

の外緑地|><と考えた。ただし、館の向きは、西仙lが「主」で、南側が「従」の関係にあるために、「小､|え味」

は全くの裏側となる。この意味からすれば「小平原」は、敵方が裏11,|から回り込んだ場合、抑えのⅨIIII iに

はなる。
さん ば ん ま - j

②館跡へのアクセスは、町外者にとっては、やや|水l雌である。県道三本松．甲佐線から下豐iﾉ1地区の集落へ

入ると「li巾内館跡」の小看板があり、ここから職無く進むと、村上秋恵さん宅（下豐内1048)から右Fに

90度近く折れ曲がる小道がある。ここからが館跡へ向かうノし'一九折の腱道となる。これが狭い道で、幾度

となくこの農道を通う内に、、'た成13年度の農道拡lllli問題が、肌で感じられる事になった（腱道は、脈!!1lと

して、それまでの小道を、ll"I 128年に拡11l冊したものである）。

③地形|叉|での等高線の密集度合いからも分かる様に、三地区とも周辺部は、急,上【1斜地である。特に「仲ノ

内」と「!''脱」は、絶壁に近い状況を『)Lする。城郭の縄張りを語る｜鳶で、よく使われた「犬然要害の地」

とは、112に、この様な地形を言うのであろう。比,t.FE65 mが、傭の商さに感じられる程である。

④館本体の|椥端に立己てぱ、「堅占ll1城跡」（ド益城梛美II !III1̅)が遠望される。緑川を挟んで、雁史的に「|叩ノ

内館」と少なからず|天l縁のあった山城で、印象深いものがある。

第 Ⅲ 章 調 査 の 成 果

陣ノ内館跡航空写真（南→北）
南側・南東側の斜面に小段が連なっている

5 -
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第 2 節 測 量 調 査 結 果

①A区（平地区域）

農道が) , ' i l皿している。殆ど､'た畑地で、見た目の起伏は無く、平地のやや南寄りを東l川に走る腱道で、標

,l｡3100.40 m弱。道は、部分的に館当H寺の生活道賂を転用した可能ド'2もある。一段下のG1北東隅(Al)
きど ま る

を「木戸Aし」と呼ぶ。この辺りに館への入り'二|が推定される。規棋は、西側(A 2-A3)で125 m、東側

(A4 -A 5 )は、隅丸にややすぼまり、85m．東西の腫さ(A6 -A 7 )は、150 m･畑地のⅨ削りは、

全て南北方向に主'lil l lを持つ短llll形である。館当時の影響があるのかも知れない。

南端ラインの西111||寄りで、｜塁状のI苛まり(A8･A9)が残る。形状からして、土塁の残存部と思われ

る。大きさはA8が、8 .0 m×3 .0m，農地との比間差は1.2m｡  A9が、10m×3 .0 m･

平地区域の西端は、農道を境に一段低い所（比II '3差0.55 m強）にある。長さ(A10-A11)は、115m ｡

|WII (A12-A13)は、21m。これからIノリ|､は、絶確に近い状況となる。この段落ち|X画は、旧地形の低さか

ら生じたものであるが、大空川liの掘illl土を運び込めば、楽に地盤のI1,'il終ができたはずである。その工事がな

されていない事が[A旧い。

第6図陣ノ内館跡基本縄張り図
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②B区（大土塁）
あ つち

「上げ土」と呼ばれる大土塁である。II乎称からすれば、北̅|､と束下の大空堀を掘りl:げた時のﾙll i'ill土を侭

き_上げたものに外ならないが、後述するように、旧地形の削り残しのiI I能性もある。一見すれば、小規模な

li唯と思える程の規模を有している。土塁の裾部を走る東西農道は、土塁の掘部を削り込んだものである。東

側 ( B 4 ) と西側 ( B 3 ) では、形状がやや歪になるものの、最も土塁の形状を呈する部分 ( B l - B 2 )

は、長さ100 m、｜隅は、B2で7.0 m・農道下の畑地との比高差は3.0m強。

土塁は西側寄りで、ifi下部分にi1i l lり込みがあり、細かい三角形状の小段が付く。B3は、土塁の西端部分

で、Blより3.30 m弱低く、長さ28m、｜幅は東端で22m、閥側ですぼまる。

B4は、凹端で踏み分け道を挟んでB2と接し、漸次、東側で肥大する。長さ62m、l鵬は東端で26m･土

塁の標高105.96 m･東端は小土塁状の高まりを兇る。全体的に東からWへの、ほんの雌かな傾斜地で、Bl

との比高差は、1.40 mにすぎない。

B5･B6は、大土塁の東側部分である。B5は、細長の形状をなし、長さ41m、I IH2 .0 ,n、内下の農道

との比間差2.00 m強。B6は、良さ25m、帆5.0～7.0 m、南卜の削平地C6との比高差は、2.63 m。

③ c 区

大 上 繁 ( B 区 ） と 大 空 堀 ( D 区 ） と の 間 の 地 形 は 、 大 土 梁 の 北 下 ( C l ･ C 2 ) と 東 下 ( C 3 ～ C 6 )

で、人きく異なる。Cl･C2は、〆|上仙lの大空川liに併走する2本の犬走りである。

Clは、完全な一本地形で、長さ178 m、l1l舟は、中央部で6.0m｡  B2との比高差は1.90 m強。

C2は、Clの補助的な犬走りである。東西l ' l j側で、地形は一旦途切れて端で復活している。全体の長さ

は183 n ,、I I1Mは、中央部で2.0 m燗と、極めて狭い。Clとの比高差は1.80 m強。

C3～C6は、東Ⅲl l土累(B5・B6 )と東11 1 l l空堀(D2～D4 )との間に広がる削平地の様な地形であ

る。前述したが、「'2げ上（あげつち）」とllvばれる大士緊を「旧地形のi'i l lり残しの'I1能性もある」と記し

たのは、この箇所の地形からである。到底、掻き上げ土塁をリ | | らして 1 f 地にした様には兇えない。細分され

た地形は、北側から南側へ順に低くなっている。この中で、C4･C5は方形地割りをなす。さらに逆L字

形をなすC3の南内隅からは、|z¥  (B5)のWI'部を走行する細長の犬走り地形（及さ33m.1111111.5m )が

南下している。同じような地形は、C5にも見られ、C6の北東隅からC5→C4へ北進している。長さ40

m、IM2.0 m。ただし、C 6̅f.まで延びない不''1然さはある。

④D区（大空堀）
からぱ』り

通称「空堀」と呼ばれる。大空川 I I は、連続した造りであるが、北側 ( D l - D 2 ) と東側 ( D 2 - D 3 -

l ) 4 )とで、肩部の地形(E ･ F )に違いがある。(D l - D2 )は、、 'た場の直̅卜糾 l i l i部の地形を鞆型に深

く直線状にIIIIり窪めたもので、直ｳ:状態の州唯に嫌呈する礫j'i 'iの生々しい峨観は、、'1 11､↑の大土木|: 'lIの凄ま

じさを今に1Aえるものである。煙さは200 mに達し、底帆は、7．0m～12m･空堀肩部となるC 2-E間の'三

位li1月は、20m鋤となる。堀底との比,1'1差は、C2から5.6m、Eから4.50 m強となる。ルli底は、束|! !llから西側

への緩似斜地で0.7 m強の比高差がﾉkじている。jjlli切の景側は、この|X l'l'iが雌もインパクl､が強い。

D2 - 1 ) 3 - D 4 - 1 ) 5は、逆「く」の字形をL世する。特徴あるのは、D2 - D 3のみが肩部を持ち、D

3 - D 4 - I ) 5 は 、 j , i 祁 な し の帯状地形に変化する癖である。

D2-D3は、長さ70m、底II1M 8.()m、空堀ﾉ,i祁となるC3～F間の| :1,)ill'冊は、21m強となる。ルII底との

比高差は、C3から7 .60 m弱、Fから4.70 m弱。

D l-1)2とD 2-I) 3の屈折ifl皮は、ほぼ90度と言ってよい。直角に交差する大脱模空堀のI,↓|ﾉ1事例は

皆無である。

- 1 ( ） -



D3-D4は、長さ45m｡ D4-D5は、長さ50m。この間のI I1冊は、8.0～14 へ

注
…

mで、やや歪である。これは、旧地形の制約のためであろう。〃li底とC6との比 戸 戸

裏 表イガ
‘一ハー'1師｜

高差は、3.7 m弱。 安 正 銘
願 政 一 文

大 空 堀北側の I J ﾘ 端 に 、逆 L 字 形の派生部分 ( D 6 - D 7 ･ D 8 - D 9 ) が あ 主 四 位
年

る。D6 -D7は、長さ11m、底 l l 1 5 8 . 0 , , , ｡  C l西端からの比高差は、6 . 8 m ｵ ﾙ。漉 渡巳三
源 遥 源 邉 年 社 ｜あ ま の や

市 佐 一 | - 人底部に江戸時代の安政4年（1857）、村の豪商天屋によって建立されたll三一位稲 敬左lli左一,ﾘ，
親 術 武 術 月 神荷火|ﾘl神の石祠がある。D8-D9は、長さ30m、底II IM12 m･加(庇は、D 6-D | 1II  I111朔

（ji．.）
日

7より、0.3 mほど高く、西端は、絶畦に吸収されている。｜ ｜ ⑤ E 区 （中原）
,llf状形をなし、長さ210 m分が大空堀北111llの肩部にあたる。上liliは平地で、全長520 mに及ぶ。自然地形の

一部が、館の繩惟りに取り入れられていると解釈した。

⑥F区（久原）

台形状を呈する小平場で、「久原」と呼ばれる。｜川継部分が、先に述べたD2-D3のhi部の役割を果た

す。踵さはFl-F2が83m、F3～F4が35m。この区画の1'1: |くには、州1 1l lを除く三方に小段が付き、北

縁|､ .では、比高差7.80 m弱の範| j l lに4段を数える。

⑦G区（南側帯状削平地）

航跡の南側斜Ihiに刻まれた地形で、特に上位で規膜の人きな小段が連なる。現状として、この地形が#＃部

まで続いており、遺構としての見極めが難しいが、腱道を境に小段の段差血に変化点がある事に注uした。

農遊から上位は比i笥差が大きく、それよりlく位は、小さいという人きな違いがあった。そこで、後背につい

ては、これまでの他事例を参考に、後lllの段々畑の可能性が極めて,断いとの､II1MIrを下し、今l' '1，測量調査の

対象から外した。

GⅨ城の最|を位は、歪な地形である。火寄りのG1では、長さ63m，1Ig17 mの帯状地形となり、「｣1'li」と

呼ばれる。AⅨ東側南端との比I笥差は、2.80 m弱となる。G1の北東隅を「木戸丸」と呼び、ここに登城道

が｜きっていった。 G 2 箇所には土塁状の , 断まり部分があり、ここから地形が G 3 と G 4 に分 l l l 史 する。 G 2 箇

所は、-k塁とすれば、その位l 'h!'iが中途半端な気もする。長さ33mで、東関両端が小lll状に、さらに高くなっ

ている。西端簡所で、1幅10m・裾部との比I商莱は、1 .62 m。この小l1 lについては、地兀で、農耕時にI I | 1 1 : L

た小ｲ1を積み|蔦げた'1能|ゾ'1もあると仏わる。

G3は、G1の延長部分で、G2の東端から西側|><I血iにあたる。延良部分は、長さ98m、I隅8.Om｡  G4

は、G2から西側区画である。腫さ58m、|鵬は、東端で18m、西端で26m、やや歪な地形である。A区|ﾉﾘ側

lfj jMIとの比商差は2.0 m強。G5は、Cl･C2とl1i l様に1本地形の犬走り地形で、長さ157 m、帆4.0～9.0

m｡  G3との比11｡li差は、3.90 m強。これより、下位の地形は、糸lll分化された小股群が連なる。最高1,.位の砺

部は、農道となる。なお、A区の南西隅 | ､ ､ にも、 3段からの小段が連なる。

⑧H区（南東側小段群）

D 3 - D 4 - D 5 の 南東 | く 斜面に重なる小段群である。 G区域の様な整然とした配列はないが、急斜 1 i l i に

取り付く状態は、インパクトがある。段差Imの比高差は大きく、MII苦な尚ilり落としがなされている。D3-

D 4 - D 5 簡所の ｸ將堀には、川 7部にあたる地形が雌く、これを i i l i う 防御施設であろう。

1 1 -
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①航跡の本体は、「|jiliノ|ﾉ1」簡所の〃形地割りである。AⅨ城の大きさは、東|ﾉﾘ172 m、I*j北130 mの腫さで

衣j児できる（火lﾉ叩ラインは、｜吋端の段藩ち|Xl'l'iを含み、| fi北ラインは、平地の|jV仙|寄りの,il洲数仙)。比高

差65mの丘陵地に築かれたもので、｜ﾉ､1部に一りjの微間地も無く、だだ広い状態は圧巻である。航､11時の

地削りが気になるところであるが、γ,実共に、1,l内最大級の館跡であることを、本拙'i!I｝で位置|､l･けたい。
<よくやかたあとべ． ' 土 が き く か

lllll塊の兇HIfらし場所に築かれた「隈部館跡」(lll鹿市菊肥川）も、iﾐ郭部分は、|｢il様にまつ､|えらである。

②大空肋|{は、｜'|然谷に手を"IIえたものでは雌く、館本体のWI'郡を111i:にMIIり窪めた人l地形と椎定される。| |-|

地形の状態は、今の「'|'l j i(」地域に近い状態であったと帷定される。工事に際しては、、|え地部分を一気に
たか ばら た ま

＃||り権めたことになる。人変な|木l事がなされたことが分かる。他事例は、リ'し|この「朧ノ原城跡」（玉
な な ん か ん か さ

名I|; lfil4IIHI)に兄られ、lll l教委では、「多壁の派'1弓は、本丸の大||IIIIな淵上げにfll川された」と解釈してい
あ つ ち

る。｜叩ノ内航跡では、本体側に掻き｜茜げられて「上げ-k」と呼ばれる人土塁に!|戦化したと思われるが、本

文'|'でも述べた様に、火111||土塁に'1↓っては、｜||地形のi'illり残しの!II能性もあり、決めT･を欠く。それでも

多i , tの派生|を考えると、「上げIJ E I z単の'抵化説に側かざるを得ない。

③館本体への,'l '1人llについて考える。「木戸丸」の小名から、このi印i〃で決まりである。1､.咄内地IXから上

がるﾉL-|÷ﾉL折の腱道は、ここに上がり込む。篭城道は、LL水的に腱遊のルートに近いものであって、第5

IxIにあるように、登城逆の痕跡をたどれる。絶雌状態のIノリ雌からも、館跡へ最ることができるが、これは

稲荷火lﾘl神への参道で、ノli活道路の'|[道となれば、農辿のルーI､以外に考えられない。搦rについては、

節水体の北東111'|・鞍部（びわん首）以外にない。

④節水体の斜lli部を取り’2げる．I #i l1 1llと南東1! 1ll一柵には、小段群が迎なっている。これらについては、防

禦li l iからの効果もさる1fながら、雌から館を|眺めた場合、ある種の御しの役l1も果たすことになる。言わ

ば、11§り子のﾙEl'ﾙな役||も持つ「ｲi｣' 1」と|｢ilじ施段と考えてよい。

⑤fi l ､ i l ' j iから、! | ' l l l辿物の表採は雌い。、|え地区城は、大方、t l l l地であるために、迪附は、糾作'二の表l i ' iに、輸

入陶磁器や、衆焼きの上Ⅲlli器片などが多少なりとも露品している稗である。地椛者の方にl, ilっても「I記'|意

に残る遺物の,'l1, I昌は雌い」とのことであった。女(になる現象である。先に述べた「隅Wli fil｣i跡」の発Illl!洲査

でも、出土遺物は、皆無に近い状態であったとされる。

⑥人きな谷部を陥てて対lllfする「陣ノ|ﾉ1館」と「松尼城｣が､I, il時代のものとは考え雌い。|1I1" ,',,'!保夫氏は､｢大

雄､irに､|呵蘇大'内, TI惟時の位牌が|附かれている」との「llu後|_LI誌」の記述を元に「惟時の|;iliノ内飢II!ll i説」

を樅I諭されている。この,況によれば､|叩ノ|ﾉ1航は、14 11t紀後半に存ｲfしていたものと帷定される。一ﾉjで、

松尼城は、戦l l i l 1 l ｷ代後半まで存在したl l l城である。呪l l ｷ ﾉ ､ ! ､ (での実ｲ| :代の推定は、これが|製度である。

⑦仰ノ|ﾉ1館跡は、リ,L内で533を数える'|1 |世城館跡のII1で、隈部館跡と共に、トップクラスの館跡である。集

落から比高差にして65mというIfl唆地にあった||fが幸いして、過ｲl'''iの残存は良好である。そのI：|｣でも、逆

L字形の大空川llと、それに|､l･随する小'l'f状の人1塁は、仙布例の迫|池を許さない規模がある。末腿く、こ

のA||i 1'111が保ｲ『されていくことを切望する次第である。洲|!!!淵介の機会を与えてIIIいた川教委に、深く感謝

の恵を表したいと思う。

【参考文献】

『朏祁航跡」捕りl11 1.文化財I淵介､柵17 第2 1f  1993年

『IIIMノ1ﾙ(城跡I j lfil41町文化!1l,淵査報i'i･ " 5 if 20()()年

｢熊本1,lの二iそ!即11M1'Ⅶ」荊脱l1l l.文化!!l･iliIil盃,洲'『輔8 if  2()01fl

- 1 6 -

第 Ⅳ 章 ま と め



以前から、畑の中の穴に大ｲTが露呈しており、地兀で人いに関心をひくところであった。そこで今IT '|のi!1ll

最洲査に関連して、町教委は、、|え成14年度と15年度に、計･5 ｢IINI程の試伽を実施した。結果として石器状態

の遣榊が検,'llされた．

〔調杳担当者〕森|J I洋介( I I本考古学協会員）

美濃田k l1也( I I I I教育委員会）

清村一男（社会救育指導貝）

〔調査結果〕

、|え成14fI昌度にA区を洲査し、翌年度に石黒を追う形で、B区に調杳を拡大した。

1 . A 区

Alの腫さは16m、ll 'mは東端で0.7m、｜ﾉﾘ端で1.4m･横みイiは西寄りで、やや疎の状態となる。A2とA

lとの間には、長さ1.6 m分についてfi塁を欠く。ただし、この簡1ﾘ『を無視すれば、AlとA2とは、ほぼ

直角のL字型に折れ曲がる。

A2は、」更さ6.5m、ll'mは北端で0.7 m．南端で、やや疎の状態になる。

A3は、Alと畦川竺を挟んである。大方はIIff l'l12に沈んでおり、長さ11m分が検,'l',できた

内心
・酉 司 ｡
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2 ． B 区

BI～B3は、途中で石塁が切れる状態にある。Blは、長さ4.8 m分を検出した。1幅は東端で1.3 m、

西端で0.9m｡ B2は、長さ4.4 m、ll1月は0.9 moBlとの間隔は、長さ1.lm｡  B3は、長さ7.5 m分を検出し

た。l l l扇は0 .9m｡ B2との間隔は、長さ0 .8mo

B4～B5は、BI～B3と畦畔を挟む。B4は、長さ6.Om、｜幅は0.8m｡ B5は、長さ1.1m分を検出し

た。B4との間隔は2 . 5m ｡

石黒は、

たのみで、

非常にi欺らかい耕作土の|くから検出された。耕作土の層上は約35 clll。わずかに縄文土器が出土し

中世遺物は皆無であった。意味不明の遺構である。

（森田・美濃田）

L = 9 9 - 9 m -

第 1 2図トレンチ西壁土層断面図

一L＝99．9m

1 m

石 塁 A 1 ･ A 2
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図版4下豊内地区から陣ノ内館跡の南西側絶壁を望む

図版5緑川右岸から陣ノ内館跡の南東側斜面を望む
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二-一．里一一一 ＝ ー

図版6 陣ノ内館跡・西縁(A 10 -A 11 )から西下を望む

図版7 陣ノ内館跡・南側斜面 (G 1 )から南下を望む
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松 尾 城 跡
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錘

図版8 陣ノ内館跡・南側斜面(G1 )から谷を挟んで松尾城を望む
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図版9 陣ノ内館跡・南東側小段群(H区）
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図版10 平地区域A区（東側）

図版11 平地区域A区（北西→南東）
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霧鳥篭鰯鶴
図版12 大土塁「上げ土」A6からB1を見る

函 譲謹謹蕊
蚕皇垂勢号a-rざ

図版1 3 大土塁「上げ土」B2からB1を見る
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図版14 大土塁「上げ土」 B4下の農道からB2 ･B1を見る

図版15 大土塁「上げ土」 A区からB4 ･B5を見る
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図版 1 6 犬 走り地形 c l ( 中 央→西）

図版 1 7 犬 走り地形 c l ( 中 央→東）
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図版1 8 犬走り地形C 2 ( 中央→西）

図版19 大空堀（北側)c1から西方向に見下ろす
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図版20 大空堀（北側 ) c lから東方向に見下ろす

図版21 大空堀（北側 ) D 2からD1を見る
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図版22 大空堀（東側 )D 2からD3を見る

図版23 大空堀（東側 )D 3からD4を見る
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図版24 大空堀（東側)D5からD4を見る（肩部を有しない）

図版25  D4西壁に表れた礫層
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図版26  D6-D7の正一位稲荷大明神(E区：大空堀北側肩部から望む）

図版27  D8-D9大空堀西端（大土塁西端から望む）
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大土塁

図版28 小平原地区から中原．大土塁を望む

図版29 陣ノ内館跡北東側搦手部分（びわん首）

粥



図版 3 0  D 6 - D 7 正 一 位稲荷大明神石祠
あ ま の や

（本文11頁参照：村の豪商天屋が建立したもの）

図版31 農道脇にある「おやくしさん」
（この地の東側から登城道が｜る）
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系
圃
老
五
阿
蘇
系
圏
惟
時
ノ
譜
｝
一
云
元
腰
以
前
富

大
官
司
一
兀
弘
二
一
年
以
前
謹
職
於
擢
直
錘
黙
賑
画
趣
兀
弘
三
年
七
月

率
一
族
諸
臣
謂
京
師
建
武
二
年
十
月
足
利
辱
氏
有
鎌
倉
而
謀
叛

勅
前
大
宮
司
惟
時
等
伐
之
十
二
月
惟
時
宰
上
島
惟
頼
阿
蘇
品
侭

定
等
従
菊
池
武
重
與
奪
氏
之
軍
敏
筥
根
竹
下
有
功
廷
元
元
年
正

月
薄
氏
犯
禁
闘
天
皇
避
賊
如
廷
暦
寺
惟
時
奉
詔
守
講
内
侍
所

奉
入
大
宮
彼
岸
所
三
月
二
十
日
於
京
師
賜
薩
摩
園
守
護
蕊
四
月

五
日
鷺
氏
立
阿
蘇
之
族
坂
梨
孫
熊
丸
爲
大
宮
司
先
是
茸
氏
軍
敗

而
來
鎮
西
大
宮
司
惟
直
破
子
多
々
艮
濱
敗
死
前
大
宮
司
惟
時
因

徴
在
京
故
翁
氏
立
之

此
年
十
月
惟
時
蹄
矢
部
惟
直
兄
弟
畷
死
而
無
大
宮
司
故
惟
時
復

暁
寓
大
宮
司
錐
然
孫
熊
亦
從
足
利
家
観
阿
蘇
大
宮
司

興
國
四
年
惟
時
叛
而
厨
足
利
鷺
氏
正
平
四
年
十
月
復
歸
順
從
征

西
將
軍
宮
六
年
二
月
譲
職
所
価
等
於
孫
丞
九
正
平
八
年
卒

翁
巷
云
惟
時
ノ
事
賦
諸
書
所
記
多
シ
故
二
署
１
詳
細
ノ
事
《

阿
蘇
系
鬮
一
一
記
載
ス
照
看
ス
ヘ
シ
然
し
圧
惟
時
陣
内
ノ
舘
二

居
住
ノ
事
猪
書
｝
一
不
見

（
補
）
拾
茎
星
函
一
芙
宮
司
惟
驫
響
一
一
罐
鞭
靜
霧
予
〈
天
正

年
中
岩
尾
城
濱
ノ
御
所
ニ
ァ
リ
然
ル
’一
惟
諏
ノ
舍
兄
ヲ
惟
前
卜

云
先
二
父
惟
將
ヨ
リ
大
宮
司
騒
ヲ
讓
ラ
レ
シ
モ
乱
心
一
一
成
ラ
レ

シ
故
二
舎
弟
惟
穐
へ
其
職
ヲ
謹
ラ
セ
惟
前
へ
〈
砥
用
中
山
甲
佐

在
冷
一
一
ブ
過
分
ノ
所
領
ヲ
遣
シ
甲
佐
伊
津
野
ヵ
居
城
松
ノ
尾
ノ

上
一
一
陣
ノ
内
卜
云
所
三
四
町
四
方
毛
有
之
平
地
一
面
一
一
シ
フ
今

モ
大
堀
ノ
ァ
ル
所
二
御
殿
造
リ
シ
・
ァ
住
舘
ス
云
々

念
巷
云
阿
蘇
系
園
ヲ
按
ル
’一
大
宮
司
惟
憲
ノ
子
惟
長
大
宮
司

職
ヲ
紙
ク
永
正
二
年
菊
池
ノ
宗
族
互
臣
其
君
政
朝
ヲ
駁
シ
惟

長
ヲ
立
プ
嗣
君
卜
爲
ス
惟
長
肚
職
所
領
等
ヲ
弟
惟
盟
二
譲
り

菊
池
家
ヲ
績
一
フ
名
ヲ
武
經
卜
改
ム
其
後
阿
蘇
一
一
蹄
リ
子
惟
前

卜
共
一
一
惟
豊
ヲ
逐
と
永
正
十
年
惟
前
肚
職
幹
領
ヲ
篁
上
大
宮

司
卜
爲
ル
云
々
同
十
四
年
惟
翌
ノ
宵
｜
一
攻
ラ
レ
惟
前
敗
ブ
薩

摩
ニ
走
り
叉
來
リ
ブ
八
代
二
僑
居
ス
大
永
三
年
八
代
ヨ
リ
堅

志
田
城
二
來
リ
惟
盟
卜
勢
ヲ
争
う
老
臣
等
相
識
一
ブ
和
融
ヲ
談

シ
甲
佐
堅
志
田
砥
用
中
山
ヲ
以
プ
惟
前
ノ
所
領
ト
ス
是
ヨ
リ

雨
大
宮
司
ヲ
蒋
柔
云
冷
叉
大
宮
司
惟
豊
《
永
綴
二
年
十
一
月

七
日
卒
ス
子
惟
箔
遺
跡
ヲ
嗣
キ
天
正
十
一
年
十
一
月
二
日
卒

１
嗣
子
ナ
ク
故
二
弟
惟
種
華
塞
ヲ
養
一
ブ
嗣
ト
ス
云
々
然
し
《

惟
前
《
催
長
ノ
子
ニ
シ
フ
惟
盟
ノ
甥
惟
箔
惟
種
ノ
冨
〆
｜
天

従
弟
ナ
リ
本
替
二
惟
種
ノ
兄
ト
ス
ル
ハ
誤
ナ
リ
委
ク
《
阿
蘇

系
脇
一
一
記
ス
塞
看
ス
ヘ
シ

事
蹟
通
考
阿
蘇
系
間
惟
前
ノ
譜
一
二
云
惟
前
隠
寓
薩
摩
有
年
就
相

一
艮
義
陽
請
赦
宥
義
腸
以
甲
斐
宗
運
談
之
惟
前
亦
再
不
可
背
阿
蘇

家
旨
以
醤
詞
血
書
貼
宗
迩
惟
豊
惟
滞
弱
之
因
而
惟
前
惟
賢
稚
筋

後
悔
蹄
伏
來
矢
部
謝
罪
而
居
甲
佐
窒
魏
鰄
躯
誠
群
毒
認
癖
鄙
郵
率
霜

問也

翁
巻
按
二
拾
集
昔
語
云
惟
前
陣
内
ノ
舘
二
居
住
ト
ァ
ル
《
此

時
ノ
事
ナ
ル
ヘ
シ

玉
殿
脚
肚

大
雄
寺
逃
山
城
ヲ
失
ス
大
宮
司
惟
時
ノ
菩
提
所
台
宗
ノ
古
逃
也
一

堂
一
一
観
一
音
ヲ
安
ス
此
堂
二
位
牌
ア
リ
銘
一
一
阿
蘇
前
大
宮
司
大
雄
寺

殿
正
二
位
宇
治
宿
禰
惟
時
疎
祗
藷
塞
一
棒
誼
唾
考
ト
ァ
リ

安
養
寺
迩
 
法
念
寺
遜
共
一
一
宗
旨
年
代
等
不
分
明
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一
参
考
史
料
一

『
肥
後
国
誌
』
上
益
城
郡
甲
佐
手
永

全目
内
村
高
四
百
六
十
五
石
鹸
里
硲
上
豊
内
村
ト
云
井
手
口
村
法
念
寺

村
安
養
寺
村
等
小
村
ア
リ

松
ノ
尾
城
注
豊
内
城
圧
云
阿
蘇
家
臣
伊
津
野
山
城
守
在
城
ス
山
城

守
《
村
上
天
皇
ノ
後
胤
伊
津
野
三
河
守
ヵ
男
也
大
宮
司
二
仕
へ

七
十
餘
町
ヲ
領
ス
有
故
阿
蘇
家
ノ
勘
氣
ヲ
豪
リ
永
擬
八
年
嘩
罐
転
灰

癖
奄
一
二
一
月
天
草
二
配
流
セ
ラ
ル
然
ン
圧
三
ヶ
年
ヲ
翌
フ
被
免
許

テ
本
領
ヲ
安
堵
ス

（
補
）
古
記
集
覧
審
六
漫
庄
合
戦
受
曾
云
天
正
八
年
二
月
廿
八
日
甲

斐
宗
蓮
御
船
城
出
馬
午
ノ
刻
隈
圧
ノ
北
平
野
ト
云
所
》
一
着
陣
ス

云
冷
追
う
早
川
城
主
佐
渡
入
遁
休
雲
甲
佐
城
主
伊
津
野
山
城
守

雨
人
罷
向
と
宗
運
手
一
一
加
７
可
申
旨
ヲ
命
セ
ラ
ル
山
城
守
〈
甥

伊
津
野
四
郎
右
衛
門
一
一
人
敷
ヲ
渡
プ
城
中
二
残
置
三
月
十
日
出

陣
侍
頭
一
天
江
原
雲
晴
三
宮
肚
梱
大
宮
司
赤
星
一
大
夫
其
外
祇

部
稗
藏
ヲ
相
催
シ
家
中
ノ
侍
共
上
下
一
一
百
八
十
人
癖
謹
稻
糯
垂
野

鍛
雲
罐
池
壷
率
罎
桑
薙
莊
酷
諏
睡
一
霊
ヲ
率
と
隈
圧
ヨ
リ
ー
里
ヲ
隔
フ

出
水
村
ノ
河
原
ニ
ラ
兵
狼
ヲ
ツ
ヵ
ヒ
遼
陣
ヲ
坂
プ
時
刻
ヲ
移
采

其
間
二
佐
渡
休
雲
渡
遥
吉
久
等
舞
原
一
一
テ
討
死
ス
甲
斐
宗
運
〈

此
討
死
ノ
註
進
ヲ
聞
卜
等
敷
舞
原
へ
駈
付
大
河
成
松
ヲ
討
捕
リ

平
野
へ
引
坂
ル
時
出
水
ノ
上
ノ
野
中
ヨ
リ
山
城
守
ノ
陣
所
ヲ
見

下
シ
タ
ル
’一
先
時
ノ
軍
ノ
時
分
二
出
水
河
原
ョ
リ
早
々
甲
佐
へ

引
取
り
シ
卜
見
へ
タ
リ
云
々
伊
津
野
山
威
守
《
佐
渡
休
雲
討
死

ノ
節
仕
方
言
語
同
圖
ニ
ッ
キ
本
領
城
共
販
湯
ラ
レ
飽
田
郡
へ
牢

混
シ
ア
居
ケ
ル
虚
甲
佐
駒
城
寺
法
印
御
船
本
騨
寺
和
筒
飯
田
山

法
印
等
阿
蘇
へ
詫
言
申
サ
レ
漸
ク
相
濟
本
領
安
堵
ジ
ブ
甲
佐
へ

歸
参
ス
レ
正
面
目
ヲ
失
ヒ
シ
故
力
虚
病
一
一
テ
常
二
引
篭
り
程
ナ

ク
甥
伊
津
野
四
郎
右
衛
門
ヲ
養
子
一
一
シ
プ
彌
世
ス
云
々

拾
集
昔
語
云
山
城
守
《
遠
陣
ヲ
取
り
早
川
衆
ヲ
見
殺
ニ
セ
シ
ヲ

大
宮
司
惟
將
公
珠
ノ
外
債
リ
ァ
リ
プ
既
一
一
切
腹
ヲ
モ
申
付
ラ
ル

ヘ
キ
庭
彼
考
《
村
上
天
皇
ノ
末
葉
二
｜
プ
御
総
旨
ヲ
毛
頂
戴
ァ

リ
シ
家
ナ
リ
ト
プ
死
罪
《
許
す
し
天
艸
へ
追
放
ア
リ
後
一
一
諸
出

家
ノ
訴
訟
ニ
ョ
リ
三
年
目
二
勘
氣
ヲ
免
サ
ン
蹄
城
一
〈
云
々

（
補
）
事
躍
迩
篝
糎
年
考
徴
若
九
天
正
八
年
隈
圧
合
戦
ノ
考
按
二
云

傳
記
二
早
川
吉
秀
天
文
十
八
年
三
月
十
四
日
戦
死
ト
シ
宗
運
軍

記
拾
集
昔
語
一
天
永
蕨
八
年
三
月
十
二
日
ト
ュ
共
二
非
也
隈
庄

合
顎
記
二
天
正
八
年
二
月
二
十
八
日
宗
蓮
出
馬
三
月
十
日
吉
秀

等
討
死
同
下
旬
落
城
ト
ァ
リ
吉
秀
ノ
墓
誌
一
一
○
○
八
庚
辰
年
三

月
十
日
ト
ス
庚
辰
《
乃
天
正
八
年
也
合
戦
記
ト
符
合
１
云
冷
叉

日
伊
津
野
山
城
守
正
俊
函
蓉
罐
准
癖
““季
鍔
桐
父
ヲ
二
荷
守
ト
云

其
居
城
《
甲
佐
郷
豊
内
村
ニ
ァ
リ
云
々

山
城
守
妻
《
甲
斐
宗
邇
ヵ
痕
ナ
リ
天
正
九
年
十
二
月
宗
迩
卜
相
豆

ト
ー
職
ノ
卿
山
城
守
力
鞍
シ
プ
勇
ヲ
甑
ハ
シ
日
和
瀬
河
原
一
一
ブ
討

死
メ
其
子
宮
内
歩
輔
力
時
阿
蘇
家
衰
微
シ
佐
冷
成
政
入
國
ノ
後
宮

内
少
輔
《
筑
後
ノ
国
へ
退
去
ス

（
補
）
古
記
集
覧
巷
二
十
三
響
原
合
戦
記
云
天
正
九
年
十
二
月
相
良

義
陽
《
東
掃
部
二
千
餘
騎
ヲ
添
テ
伊
津
野
山
城
守
ヵ
松
尾
城
一
一

向
ハ
シ
ム
山
城
守
之
ヲ
閉
キ
人
敷
ヲ
棚
ヘ
ス
近
習
計
一
一
テ
城
ヲ

出
繰
川
ヲ
打
渡
，
日
和
瀬
河
原
二
出
張
ス
掃
部
〈
岩
下
村
油
坂

ノ
上
二
釦
へ
タ
レ
少
伊
津
野
力
兵
油
坂
二
走
向
フ
掃
部
力
兵
《

坂
ヲ
真
下
リ
ニ
押
下
リ
ブ
鞍
フ
故
伊
津
野
敗
北
シ
テ
日
和
瀬
河

原
二
引
退
ク
駁
勝
二
乗
プ
透
間
モ
ナ
ク
押
掛
ク
ル
山
城
守
〈
川

ヲ
後
ロ
ニ
シ
プ
防
キ
戦
う
故
引
ヘ
キ
造
モ
ナ
ク
霊
ク
討
死
昌
云

寺拾
集
昔
語
云
恥
山
城
守
《
縁
川
ヲ
渡
り
日
和
瀬
河
原
ノ
大
平
ナ

ル
芝
原
二
陣
ヲ
居
へ
東
力
扣
ダ
ル
油
坂
二
人
數
ヲ
向
ク
レ
《
東

《
坂
上
ヨ
リ
真
下
リ
ニ
掛
り
此
方
《
坂
下
ョ
リ
反
上
り
’一
坂
中

一
一
ァ
相
駆
上
即
時
一
一
伊
津
野
敗
北
ジ
ブ
日
和
淑
河
原
一
一
引
退
ク

ヲ
東
力
軍
士
勝
二
乗
プ
急
二
這
掛
河
原
ニ
プ
手
痛
ク
職
と
衆
寡
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の
前
年
に
開
城
し
て
降
伏
し
た
。
益
城
の
阿
蘇
氏
勢
力
は
、
惟
澄
の
死
後
、
長
子
惟
村
が

抑
え
て
北
州
に
協
力
し
て
い
た
の
で
、
征
西
府
は
助
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
内
乱
を
通
じ
て
、
有
力
田
衆
の
支
配
傾
城
が
形
成
さ
れ
て
、
守
護
大
名
に
統
合
さ
れ

る
と
い
う
川
内
の
政
治
関
係
が
形
成
さ
れ
た
が
、
航
城
川
は
阿
蘇
川
と
比
に
川
蘇
氏
の
支

配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
◇

阿
蘇
・
統
城
を
抑
え
た
川
蘇
氏
は
、
惟
村
系
と
帷
武
系
の
対
し
Ｍ
が
統
い
た
。
帷
村
の

係
・
帷
忠
の
時
、
惟
武
の
艸
係
・
惟
歳
を
養
子
に
す
る
こ
と
で
一
応
妥
協
が
剛
ら
れ
た

が
、
両
者
の
対
立
の
解
消
は
、
幕
の
平
の
戦
に
よ
る
帷
歳
ら
の
敗
北
と
、
そ
の
直
後
の
惟

忠
の
死
去
に
よ
り
、
惟
歳
系
の
惟
憲
が
継
い
で
解
決
し
た
。
し
か
し
、
次
の
惟
長
は
、
火

宮
司
を
弟
に
譲
っ
て
菊
池
氏
を
継
い
で
守
護
と
な
っ
た
が
失
敗
し
、
再
び
大
宮
司
の
地
位

を
惟
豐
と
争
い
、
そ
の
子
・
惟
前
は
堅
志
田
に
あ
っ
て
、
惟
豊
方
と
対
立
し
た
。
こ
の
惟

豊
の
時
代
は
、
阿
蘇
氏
の
勢
力
が
安
定
し
た

天
正
八
年
以
来
、
島
津
氏
の
肥
後
進
出
に
伴
い
相
良
氏
の
降
伏
、
響
ケ
原
の
合
戦
で

は
、
相
良
義
陽
が
甲
斐
宗
運
に
敗
れ
て
討
ち
死
に
し
た
。
川
蘇
方
で
は
、
惟
豐
を
助
け
た

甲
斐
氏
の
勢
〃
が
大
き
く
、
御
船
・
隈
応
の
城
主
と
な
り
、
大
友
氏
の
意
を
受
け
て
、
惟

豊
以
後
の
阿
蘇
勢
力
を
統
率
し
て
い
た
．
一
方
で
、
名
測
氏
の
協
力
を
得
て
、
島
津
勢

は
、
天
止
十
年
（
一
五
八
二
）
以
降
、
甲
斐
宗
迩
を
巾
心
と
す
る
阿
蘇
勢
力
と
戦
い
、
海

東
、
小
川
を
嫌
っ
た

た
。
阿
蘇
支
配
下
の
武
士
達
の
統
制
は
乱
れ
、
大
宮
司
惟
光
は
、
一
部
の
家
臣
に
擁
せ
ら

れ
て
目
丸
山
に
隠
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
す
る
内
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に

肥
後
へ
豐
胞
秀
古
が
人
倒
し
た
。

大
止
’三
年
ま
で
に
、
人
宮
川
帷
将
、
帷
繩
、
さ
ら
に
は
叩
斐
宗
迎
の
死
去
が
続
き
、

幼
少
の
大
宮
川
帷
光
の
卜
で
対
島
津
政
策
を
批
っ
た
川
脈
郷
〃
は
、
曜
志
川
・
甲
佐

御
船
・
木
山
・
津
森
・
隈
庄
な
ど
を
失
い
、
絲
城
平
川
部
を
島
津
氏
に
奪
わ
れ
て
屈
服
し
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〔
付
論
二
〕
 
益
城
地
区
の
阿
蘇
氏
勢
力

益
城
邪
の
中
で
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
の
は
、
肥
後
国
二
宮
で
あ
る
甲
佐
社
で
あ

る
。
側
社
は
平
安
末
以
来
、
阿
蘇
社
の
末
社
で
も
あ
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
他
の
末
社
と

共
に
北
条
氏
が
地
頭
職
を
得
て
い
た
。
建
久
九
年
（
二
九
八
）
に
北
条
時
政
は
、
先
に

免
田
を
片
寄
せ
て
殻
定
立
庄
さ
れ
た
甲
佐
社
領
に
つ
い
て
、
国
衙
方
の
異
議
に
つ
い
て
の

見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
次
い
で
、
義
時
は
守
當
庄
の
神
田
違
乱
に
つ
い
て
、
地
頭
代
と

み
ら
れ
る
平
田
氏
に
注
意
し
て
い
る
。

南
北
朝
期
の
銑
城
郡
で
は
、
肥
後
国
の
中
央
近
く
に
位
置
し
て
い
た
の
で
、
国
外
勢

力
の
介
入
も
あ
っ
て
、
南
北
両
勢
力
の
対
立
・
抗
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
特
に
、
そ
の

前
期
に
お
い
て
活
発
な
活
動
を
示
し
た
の
は
、
阿
蘇
大
宮
則
惟
時
の
女
婿
と
さ
れ
た
惟
澄

で
あ
る
。
阿
蘇
郡
を
北
朝
方
大
宮
司
坂
梨
孫
熊
丸
に
抑
え
ら
れ
た
惟
時
・
惟
澄
は
、
甲
佐

宮
の
勢
力
を
背
景
に
益
城
郡
に
拠
っ
て
い
た
が
、
消
極
的
な
惟
時
に
対
し
、
惟
澄
は
積
極

的
に
南
朝
方
と
し
て
協
力
し
、
益
城
・
八
代
・
阿
蘇
・
託
磨
方
面
に
転
戦
し
て
い
る
様
子

を
「
恵
良
惟
澄
軍
忠
状
」
に
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
．
こ
の
延
元
〜
正
平
初
期
の
肥
後

は
、
北
朝
方
優
勢
の
う
ち
に
、
北
の
菊
池
、
南
の
八
代
以
外
は
、
南
朝
方
の
勢
力
が
零
落

し
て
い
た
。
そ
の
意
味
か
ら
中
央
部
の
惟
澄
の
挙
兵
は
、
菊
池
と
八
代
を
繋
ぐ
上
で
も
大

き
な
意
味
を
持
ち
、
北
朝
方
と
の
間
に
次
々
と
合
戦
を
生
じ
た
。

益
城
郡
内
で
は
、
延
元
二
年
（
一
三
三
七
）
の
叩
佐
嶽
の
挙
兵
以
来
、
豊
円
庄
に
打

人
っ
て
、
北
朝
方
守
護
の
小
弐
氏
代
官
と
の
山
崎
原
の
戦
、
隈
牟
田
圧
で
は
探
題
の
弟

の
一
色
頼
行
代
官
ら
と
の
森
崎
原
の
戦
、
矢
部
の
越
前
守
頼
顕
代
官
を
追
落
し
、
津
森

城
を
落
と
し
て
い
る
。
翌
、
延
元
三
年
に
は
、
小
弐
勢
の
甲
佐
攻
撃
を
防
ぎ
、
四
年
に
は

矢
部
城
を
攻
め
落
と
し
、
出
口
向
城
で
は
、
河
尻
・
託
磨
氏
と
戦
い
、
砥
用
・
味
木
庄
で

も
戦
っ
た
。
次
い
で
、
正
平
元
年
 
二
三
四
六
）
に
は
、
守
山
関
所
が
小
弐
頼
尚
に
よ
っ

て
破
ら
れ
た
時
は
、
小
川
で
戦
い
、
翌
二
年
に
は
小
野
庄
で
城
を
構
え
た
大
友
氏
と
戦

い
、
三
年
に
は
六
ヶ
庄
に
攻
め
込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
南
北
朝
前
期
の
益
城
郡
は
、
最
も
有
力
な
大
宮
司
惟
時
が
、
容
易
に

動
か
な
か
っ
た
の
で
、
惟
澄
が
諸
方
の
一
族
、
他
門
の
武
士
達
を
糾
合
し
、
守
護
小
弐

氏
を
背
景
に
し
た
北
朝
方
と
対
抗
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
平
四
年
（
一
三
四
九
）

に
征
西
将
軍
宮
が
肥
後
に
入
国
し
、
菊
池
氏
に
奉
ぜ
ら
れ
る
と
、
肥
後
の
政
治
の
焦
点
は

菊
池
に
移
り
、
肥
後
国
も
守
護
菊
池
氏
の
下
に
南
朝
方
安
定
化
の
方
向
を
見
せ
た
。
南
北

朝
末
期
は
、
征
西
府
が
九
州
探
題
今
川
了
俊
の
芋
い
る
北
朝
方
に
圧
迫
さ
れ
、
弘
和
元
年

二
三
八
二
 
に
、
菊
池
氏
の
本
拠
が
落
城
す
る
と
南
朝
方
に
と
っ
て
致
命
的
な
情
勢
と

な
っ
た
。
征
西
府
は
、
宇
土
、
八
代
と
移
り
、
元
中
八
年
（
一
三
九
二
 
の
南
北
朝
合
一
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後
継
背
を
合
戦
で
失
い
、
老
齢
化
し
た
帷
昨
に
は
、
巾
帆
・
北
川
の
一
方
に
賭
け
、
浮

沈
の
危
岐
を
お
か
す
こ
と
、
合
戦
で
こ
れ
以
止
洲
粍
す
る
こ
と
よ
り
も
、
態
皮
を
暖
昧
に

し
て
巾
血
を
保
つ
〃
が
良
い
と
い
う
判
断
が
あ
り
、
そ
の
点
で
も
辺
椰
な
川
肺
よ
り
も
、

交
迪
の
ｋ
で
帖
糀
収
集
に
仙
利
な
碓
城
平
川
地
に
他
み
紬
け
る
〃
が
好
ま
し
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
阿
蘇
に
州
っ
た
徴
雌
は
見
当
ら
な
い
。

一
〃
、
南
朝
方
に
徹
し
、
一
族
に
呼
か
け
て
粘
力
的
涌
助
を
続
け
た
女
婿
帷
澄
に
対

し
、
帷
時
と
し
て
は
抵
抗
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
北
帆
方
の
一
族
を
減
し
て
し
ま
っ

た
後
と
な
っ
て
は
、
惟
澄
の
南
朝
方
一
辺
倒
の
姿
勢
は
、
一
族
存
亡
の
危
険
を
背
負
っ

て
お
り
、
ま
た
、
合
戦
を
続
け
る
経
済
源
と
人
的
消
耗
が
、
社
会
的
摩
擦
を
生
じ
た
の
で

あ
っ
た
。
惟
澄
ら
が
軍
勢
を
動
か
す
た
め
に
兵
糧
米
と
称
し
て
、
社
領
内
の
正
当
な
収
錐

を
横
領
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
実
も
、
一
方
で
、
大
宮
司
と
し
て
阿
蘇
社
を
保
推
す
べ
き
立

場
の
惟
時
に
は
許
せ
な
い
も
の
が
あ
っ
た

し
た
が
っ
て
、
惟
時
が
南
朝
方
に
虹
じ
、
共
通
の
ｆ
場
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
惟
時
と

惟
澄
間
に
は
不
和
・
不
信
が
あ
っ
た
。
正
平
六
年
（
一
二
Ⅱ
二
、
帷
時
は
人
宮
制
職
を

実
力
背
帷
浦
に
は
綴
ら
ず
、
外
孫
に
当
た
る
帷
浦
の
長
ｒ
・
帷
村
に
縦
っ
て
い
る

川
蘇
社
造
営
遷
宮
以
下
Ⅱ
記
写
」
（
『
川
脈
文
肚
墨
）
は
、
内
祥
か
ら
叩
佐
社
の

進
桝
・
避
汽
に
側
す
る
ｆ
平
年
間
の
肥
緑
で
あ
る
が
、

（
材
水
）

鵬
Ｍ
に
関
す
る
肥
述
の
巾
に
、
「
典
時
の
さ
い
も
く
ハ
、

〆
Ｉ
岨
１
１
Ⅱ
１
１
、

〆
ｇ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
、

二
よ
て
、
川
よ
り
こ
な
た
の
柧
内
に
か
つ
ｊ
く
１
あ
た
る
、
こ
れ
お
き
の
御
さ
い
そ
ぐ
な

死
去
と
さ
れ
て
お
り
、
↑
止
平
七
年
か
ら
川
九
年
に
か
け
て
と
い
う
の
は
、
雌
晩
年
段
階
の

う
ち
で
あ
る
。
こ
の
時
、
帷
時
は
甲
佐
社
造
桝
の
脂
脚
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
叩

佐
祉
の
純
岬
す
る
緑
川
の
府
岸
は
、
帷
時
の
支
州
卜
と
し
て
材
木
徴
集
が
で
き
た
が
、
対

岸
の
曜
志
川
・
竹
恨
な
ど
は
、
帷
浦
の
支
州
ド
に
あ
っ
て
、
山
門
の
仲
迷
い
の
た
め
徴
集

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
、
最
晩
年
の
惟
時
は
、
絲
川
右
岸
の
甲
佑
社
側
に
届
を

定
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
豊
内
村
「
帥
ノ
内
館
迩
」
と
い
う
伝
砿
は
、
大
雄
寺
迩
の
剛
音

堂
に
惟
時
の
位
牌
が
江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
惟
時
の
館
が
死
後
、

大
雄
寺
と
し
て
菩
提
寺
と
な
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
よ
う
な
有
力
史
料
が
現
わ
れ
な
い
限

り
、
允
分
、
説
得
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

へ
＃
岬
）
 
へ
樅
雌
一

り
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
代
の
愼
徳
二
年
（
一
ｋ
ｆ
○
）
の
唖
〃
本
で
あ
る
の
で
「
こ
れ

と
き
」
を
「
こ
れ
を
き
」
と
誤
写
し
た
と
兄
ら
れ
る
。
帷
時
は
岻
小
八
年
 
二
三
川
三
）
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一

足
利
掠
氏
の
合
戦
に
、
惟
時
は
燗
池
武
車
と
共
に
川
兵
し
た
。
在
川
の
人
宮
司
帷
吹
、
帷

成
兄
弟
は
、
翌
年
、
爪
部
合
戦
で
破
れ
て
九
州
に
内
卜
し
た
尊
氏
と
の
戦
で
あ
る
多
々
良

浜
の
合
戦
で
、
菊
池
武
敏
に
加
勢
し
て
敗
走
し
、
肥
前
で
自
殺
し
た
。
惟
時
が
京
部
合
戦

で
帰
国
し
た
時
、
惟
時
の
一
族
坂
梨
氏
“市
卜
氏
ら
は
、
尊
氏
が
立
て
た
坂
梨
孫
熊
丸

大
宮
司
を
擁
し
て
、
阿
蘇
を
支
配
し
て
い
た
の
で
、
南
朝
方
の
惟
時
や
多
々
良
浜
合
戦
生

き
残
り
の
惟
澄
（
惟
時
女
婿
）
は
本
来
の
館
の
地
で
あ
っ
た
阿
蘇
に
も
ど
れ
ず
、
甲
佐
を

本
拠
と
し
た
推
定
さ
れ
る
。
「
惠
良
惟
澄
軍
忠
状
」
（
『
阿
蘇
文
聿
昌
）
は
、
延
兀
二
年

（
一
三
三
七
）
、
惟
澄
が
わ
ず
か
な
一
族
五
十
余
人
と
甲
佐
獄
で
挙
兵
し
た
と
述
べ
て
い

る
し
、
勢
力
を
拡
大
し
、
各
地
の
北
朝
方
を
攻
め
た
の
で
、
肥
後
の
守
護
を
兼
ね
て
い
た

小
弍
舶
尚
が
数
千
騎
を
率
い
て
攻
め
寄
せ
た
の
も
甲
佐
城
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
惟
時
の
所
在
は
川
ら
か
で
な
い
。
大
宮
司
惟
直
が
死
去
し
た
故
、
惟
時
は
再

び
大
宮
司
と
な
り
、
一
族
の
代
表
と
し
て
の
地
位
に
復
活
す
る
が
、
老
齢
の
故
も
あ
り
、

合
戦
は
惟
滞
が
担
叫
し
、
帷
時
は
政
治
的
洲
略
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
「
宇
治
惟
時
樅
文
」

言
油
肌
寺
文
低
墨
）
か
ら
帷
測
さ
れ
る
（
川
掲
「
川
鮮
祉
と
人
内
川
」
川
蘇
岫
保
夫
）
。

叫
川
二
年
（
一
三
山
こ
 
の
八
Ⅱ
米
〜
九
川
初
め
、
帷
時
・
帷
溌
〃
川
蘇
氏
附
帆
勢

〃
は
、
附
郷
城
を
攻
め
て
取
梨
係
熊
丸
ら
を
紬
取
り
、
川
鰊
・
椛
城
に
お
け
る
北
州
方
糾

〃
を
一
州
し
た
が
、
そ
の
後
、
役
削
を
分
川
し
て
打
助
し
て
い
た
帷
時
と
帷
浦
の
間
で
立

場
の
州
違
が
生
じ
た
。
惟
時
は
、
興
川
四
年
・
康
水
二
年
（
一
三
川
三
）
か
ら
ｆ
平
二
年

（
一
三
川
し
）
に
か
け
て
南
朝
方
を
離
れ
、
北
朝
方
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

康
水
三
年
に
は
足
利
氏
か
ら
の
所
領
安
堵
を
求
め
て
い
る
。
南
朝
力
は
、
こ
れ
を
引
き
冊

め
よ
う
と
試
み
て
果
た
さ
ず
、
遂
に
は
惟
澄
に
阿
蘇
社
領
の
支
配
権
を
与
え
て
い
る
が
、

止
平
二
年
に
至
り
、
ど
う
し
て
も
阿
鰊
一
族
の
代
表
（
惣
仙
）
で
あ
る
惟
時
の
協
〃
の
必

要
が
生
じ
た
。

そ
れ
は
早
く
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
祉
西
将
軍
宮
懐
良
親
王
が
、
一
○
年
を
か
け
て
伊

予
（
瀬
戸
内
海
）
・
日
向
・
薩
摩
を
経
て
、
肥
後
人
田
を
果
た
す
状
況
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
正
平
三
年
（
一
三
四
八
）
正
月
、
宇
土
津
に
到
着
し
た
親
王
一
行
を
菊
池
一
族
の
宇

土
道
光
が
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
菊
池
氏
を
頼
り
、
筑
後
に
進
出
し
、
大
字
府
を
占

領
し
て
九
州
を
征
西
将
軍
府
の
支
配
に
置
く
構
想
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
の
で

坐
払
埋
つ
（
》
Ｃ

そ
の
原
因
は
、
肥
後
北
部
の
菊
池
氏
勢
力
圏
に
達
す
る
に
は
、
そ
の
問
を
遮
る
有
力

な
北
朝
方
勢
力
で
あ
る
河
尻
氏
（
飽
田
郡
）
・
託
磨
氏
（
託
磨
郡
）
・
合
志
氏
（
合
志

郡
）
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
を
味
方
に
す
る
の
が
無
理
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
川
能
性
は
、
益
城
・
阿
蘇
を
支
配
す
る
阿
蘇
惟
時
・
惟
滞
双
力
の
〃
を
梢
る
他
な
い

こ
と
、
即
ち
そ
の
兵
〃
で
突
破
す
る
か
、
ま
た
は
、
川
蘇
を
経
由
し
て
奥
か
ら
菊
池
へ
至

る
か
が
川
能
性
と
し
て
残
さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
の
で
、
懐
艮
親
王
の
博
（
郡
り
役
・
後
兇

人
）
の
血
条
加
兀
は
、
懇
硫
を
重
ね
、
惟
時
を
御
船
で
親
王
に
拝
渦
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
祉
内
府
の
そ
の
後
の
発
腱
が
開
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況

も
帷
時
が
叩
佐
に
塒
た
故
の
叩
能
性
が
大
き
い
。

そ
の
よ
う
な
事
怡
で
、
惟
時
は
南
朝
力
に
戻
っ
た
が
、
翌
正
平
山
年
 
二
 
三
四
九
）

に
は
、
足
利
氏
内
部
対
立
の
巾
で
、
河
尻
氏
に
助
け
ら
れ
て
九
州
に
下
り
、
第
三
勢
力
を

作
っ
た
足
利
直
冬
力
に
つ
き
、
翌
五
年
に
は
、
南
朝
方
に
戻
る
な
ど
、
そ
の
去
就
は
定
か

で
は
な
か
っ
た
。
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宮
町
史
・
「
阿
蘇
社
と
火
宮
司
」
阿
蘇
品
保
夫
・
平
成
十
一
年
）
・

た
だ
し
、
惟
時
が
死
去
し
た
南
北
朝
前
半
期
に
位
牌
が
作
成
さ
れ
た
と
す
る
に
は
、

少
々
時
期
も
早
く
無
理
が
あ
る
上
、
当
時
の
常
識
と
し
て
、
惟
時
が
正
二
位
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

中
世
に
お
け
る
阿
蘇
氏
歴
代
の
位
階
の
最
高
は
、
戦
国
時
代
後
期
の
惟
豐
の
従
二
位
で

あ
る
。
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
惟
時
の
位
牌
は
、
後
代
の
惟
豐
の
従
二
位
を
ふ
ま
え
て
、

惟
豊
の
時
代
よ
り
は
遅
く
、
惟
長
・
惟
前
の
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
と
考

え
た
い
。

そ
れ
で
は
、
惟
時
の
位
牌
は
何
故
作
ら
れ
た
か
。
位
牌
は
、
所
縁
あ
る
故
人
を
祀
る
た

め
に
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
福
王
寺
の
七
点
の
位
牌
は
、
矢
部
館
に
居
住
し
て
い

た
阿
蘇
大
宮
司
の
も
の
で
あ
り
、
福
王
寺
は
、
阿
蘇
大
宮
司
家
の
菩
提
寺
と
し
て
矢
部
館

に
隣
接
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
肥
後
国
誌
』
は
、
天
台
宗
大
雄
寺
跡
の
観
音
堂
に
位
牌
が
あ
る
と
記
す
。
大
雄
寺

が
近
世
以
降
衰
退
し
た
時
、
本
尊
と
位
牌
が
小
堂
に
残
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
雄
寺
は
惟
時
の
菩
提
を
弔
う
寺
と
し
て
存
在
し
た
寺
で
あ
り
（
少
な
く
と
も
存
続
し
て

来
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
）
、
惟
時
を
祀
る
た
め
に
寺
が
造
っ
た
位
牌
で
あ
る
こ
と
は
動

か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
福
王
寺
の
位
牌
と
共
通
の
銘
文
で
あ
る
こ
と
は
、
同
宗

で
も
あ
り
、
双
方
の
寺
と
の
間
に
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、

中
世
に
お
い
て
は
、
大
雄
寺
の
所
在
地
甲
佐
地
域
も
同
じ
く
阿
蘇
大
宮
司
の
支
配
下
に
あ

り
、
阿
蘇
大
宮
司
家
の
古
い
祖
先
の
菩
提
寺
と
あ
れ
ば
、
そ
の
間
の
廃
絶
の
可
能
性
は
小

さ
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。

次
に
、
大
雄
寺
が
何
故
、
惟
時
を
祀
る
菩
提
寺
と
な
り
得
る
か
。
大
雄
寺
の
所
在
地

が
生
前
の
惟
時
と
所
縁
が
あ
っ
た
故
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
一
般
に
、
中
世
の
館
跡
が

寺
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
南
郷
谷
（
阿
蘇
郡
南
阿
蘇

村
）
の
光
明
寺
跡
・
二
本
木
遺
跡
は
、
鎌
倉
期
の
阿
蘇
大
宮
司
館
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い

が
、
南
北
朝
期
よ
り
中
世
後
期
を
通
じ
光
明
寺
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
同
寺
は
、
阿
蘇
大
宮

司
の
娘
が
開
山
し
た
と
伝
え
て
（
『
国
郡
一
統
志
』
）
、
阿
蘇
で
は
中
世
後
期
を
通
じ
、

社
会
的
に
重
ん
じ
ら
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
。
惟
時
の
館
が
、
そ
の
死
後
に
寺
に
な
っ
た

こ
と
は
、
対
立
関
係
に
あ
っ
て
別
に
本
拠
を
持
っ
て
い
た
惟
澄
が
、
実
力
で
大
宮
司
と
な

り
、
一
方
で
惟
時
が
後
継
者
と
し
て
指
名
し
た
惟
村
（
惟
時
の
孫
・
惟
澄
の
長
子
）
が
、

そ
の
後
、
菅
に
潜
居
し
、
対
立
し
た
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と
、
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
っ

た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
惟
時
は
、
こ
の
大
雄
寺
の
地
に
晩
年
居
住
し
た
可
能
性
は
あ
る
か
。

鎌
倉
未
、
元
弘
の
変
・
博
多
合
戦
（
正
慶
二
年
・
一
三
三
三
）
の
時
ま
で
、
大
宮
司

館
は
阿
蘇
南
郷
谷
に
あ
っ
た
．
博
多
合
戦
に
菊
池
氏
と
共
に
、
阿
蘇
氏
の
探
題
館
を
攻

め
た
こ
と
が
露
顕
し
、
そ
の
後
、
南
郷
谷
の
大
宮
司
館
は
北
条
氏
の
攻
撃
を
受
け
た
こ

と
を
「
正
慶
乱
離
志
（
博
多
日
記
）
」
 
（
「
続
史
蹟
集
覧
」
）
は
記
す
。
二
本
木
・
祇

園
遺
跡
の
焼
亡
痕
跡
は
、
こ
の
事
件
と
関
係
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
惟
時
は
、
こ
の
時
期

に
は
、
大
宮
司
を
惟
直
に
譲
っ
て
い
る
の
で
、
館
の
主
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
南
郷
谷
内
居
住
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
建
武
新
政
で
南
郷
谷
の
阿
蘇
氏
館
は
再
建

さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
続
く
建
武
二
年
 
二
三
三
五
）
の
中
央
で
の
後
醍
醐
天
皇
と
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〔
付
論
〕
 
陣
ノ
内
館
跡
・
大
雄
寺
跡
・
惟
時
位
牌
と
の
関
係
に
つ
い
て

『
肥
後
日
誌
』
上
益
城
郡
甲
佐
手
永
豊
内
村
の
項
に
「
陣
内
ノ
館
迩
」
と
い
う
記
述
が

「
暇
内
村
ノ
上
二
、
陣
ノ
内
卜
云
城
構
ノ
通
ア
リ
、
阿
蘇
大
宮
司
惟
時
ノ
館
迩
ニ
テ
、

城
郭
ノ
通
ニ
ハ
ア
ラ
ス
ト
云
」
（
句
点
を
加
え
る
ｌ
筆
肯
）

と
あ
り
、
続
い
て
「
大
雄
寺
迩
」
と
の
記
述
が
あ
り
、

「
川
號
ヲ
失
ス
、
大
宮
司
惟
時
ノ
菩
提
所
、
台
宗
ノ
古
迩
也
、
一
堂
二
側
音
ヲ
安
ス
、

此
蝋
二
位
脚
ア
リ
銘
二
、
川
蘇
前
大
宮
司
大
雄
寺
殿
正
二
位
宇
治
宿
棚
惟
時
神
祇
 
魂
巻

細
釧
伽
岫
幟
ト
ア
リ
」
（
句
打
甚
加
え
る
ｌ
筆
宣

ま
た
、
『
新
撰
事
蹟
通
考
』
系
図
之
五
の
阿
蘇
系
図
、
惟
時
の
記
述
の
末
尾
に
、
「
正

平
八
年
卒
琴
祁
岬
岬
仰
耐
ぬ
榊
岬
螂
岬
靹
幟
醗
稀
魎
澱
蝿
姉
細
帷
雌
州
伽
銘
（
下
略
）
」
と
あ
る
。

『
肥
後
国
誌
」
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
に
成
立
、
「
新
撰
事
砿
通
考
』
は
天
保

十
二
年
 
二
八
四
二
 
に
成
立
し
て
い
る
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
頃
、
『
肥

後
同
誌
』
を
増
補
し
た
水
島
貫
之
（
翁
巷
）
が
位
牌
銘
文
の
相
違
に
気
付
き
注
記
し
て
い

る
。
今
と
な
っ
て
は
位
牌
そ
の
も
の
は
な
い
の
で
、
是
非
判
断
は
で
き
な
い
が
、
江
戸
時

代
後
期
一
八
世
紀
に
は
位
牌
が
存
在
し
、
確
認
・
記
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
一
九
世
紀

に
八
木
田
政
名
が
『
新
撰
事
蹟
通
考
』
で
系
図
を
編
纂
し
た
時
、
再
採
訪
の
記
録
を
使
用

し
た
の
か
、
引
用
を
誤
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

位
牌
は
、
巾
国
で
は
古
代
か
ら
柤
胸
に
祖
霊
を
祀
る
た
め
作
ら
れ
、
禅
宗
で
も
死
者
の

法
名
を
記
し
た
位
牌
が
祭
場
に
安
置
さ
れ
た
が
、
Ｈ
本
で
は
禅
宗
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
、

南
北
朝
期
か
ら
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
惟
時
位
牌
の
銘
文
は
、
一
般
の
法
名
と
ス
タ
イ
ル
が
異
な
り
、
大
宮

川
が
神
に
仕
え
た
者
と
い
う
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
仏
教
色
が
な
い
。
し
か
し
、
例
が
な
い

わ
け
で
な
く
、
こ
れ
と
岡
仰
の
も
の
と
し
て
、
上
糀
城
祁
山
都
川
矢
部
の
福
王
寺
に
七
点

の
阿
蘇
大
宮
司
位
牌
が
あ
り
、
「
前
大
宮
司
」
＋
「
〜
位
」
＋
「
宇
治
宿
祢
（
朝
臣
）
」

＋
「
名
前
」
＋
「
神
儀
（
位
・
祇
）
」
の
ス
タ
イ
ル
の
銘
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
惟
忠
の
場
合
は
、
こ
れ
に
「
忠
光
院
殿
」
が
加
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
、
さ
ら

に
、
帷
時
位
牌
と
共
通
す
る
（
平
成
二
年
・
慨
歴
デ
パ
ー
ト
特
別
腱
・
艸
録
『
火
の
川
の
仏
統
阿
蘇

家
と
阿
蘇
神
社
展
」
）

こ
の
う
ち
、
山
木
で
簡
略
な
造
り
の
惟
長
・
惟
前
の
位
牌
に
つ
い
て
は
、
底
銘
に
「
元

禄
十
六
」
と
あ
り
、
江
戸
前
期
の
制
作
で
あ
る
が
、
残
る
五
点
の
内
、
少
な
く
と
も
四
点

〈
惟
郷
・
惟
豐
・
惟
将
・
惟
橦
）
の
位
牌
は
、
そ
の
形
状
の
共
通
点
と
相
違
点
の
差
か
ら

判
断
し
て
、
死
後
に
間
を
お
か
ず
に
造
ら
れ
た
中
世
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
一
の

あ
り
、

勺
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